
富山市の地域公共交通について

～地域自主運行バス 地域組織が

主体となったコミュニティバス

「呉羽いきいきバス」の運行～

富山市 活力都市創造部 交通政策課 
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■人口約４０万人（富山県全体の約４割）

■面積は約１,２００km2（富山県全体の約３割）

■海抜０ｍ（富山湾）から2,986ｍ（水晶岳）までの多様な地形
■令和7年度一般会計予算額 約1,955億円

▼日本地図

富山県全図

富山市

立山あおぐ特等席。 富山市 

 富山駅上空からみた富山市の市街地（富山平野）

富山市中心部

郊外部

田園地域

中山間地域

山岳地域

立山3,015m
▼

剱岳2,999m
▼

０．富山市の概要
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豊富な海の幸や昔ながらのグルメ、
薬や街並み、祭りなどの伝統と文化



4

０．富山市の概要

ランキング情報から見える市民特性
■暮らし 持ち家率が高い （全国２位）

   持ち家住宅の面積が広い （全国１位）
   世帯実収入が多い （全国７位）
   自動車保有台数が多い （全国３位）

■世帯や労働 世帯員数が多い （全国４位）
   夫婦共働き世帯が多い （全国３位）
   女性の労働力人口比率が高い（全国４位）
   第２次産業従業者数が多い（全国１位）
   失業率が低い （全国２位）
   生活保護受給者が少ない （全国１位）

■気象・災害 降水量が多い （全国５位）
  大雨被害が少ない    （全国最少クラス）
  地震が少ない      （全国最少クラス）

出典：
社会生活統計指標
－都道府県の指標－
２０２０（総務省統計局）

 産業を中心とした確実な雇用と暮らしやすい生活環境
 ⇒夫婦共働きや世帯員数の多さを背景とした安定的な収入
 ⇒戸建住宅や自動車の所有意欲、子供への教育投資

出典：富山県ＨＰ

出典：日本の統計2020
（総務省統計局）
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② 公共交通沿線地区への居住促進

③ 中心市街地の活性化

鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、文化等の都市
の諸機能を集積させることにより、
公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりを実現

②過度な自動車依存による公共交通の衰退

④割高な都市管理の行政コスト  ⑤ＣO2排出量の増大

＜富山市を取り巻く課題＞
①人口減少と超高齢化 ③中心市街地の魅力喪失

⑥市町村合併による類似公共施設

⑦社会資本の適切な維持管理

＜概念図＞

＜実現するための３本柱＞

１．富山市のまちづくりの基本方針 ～コンパクトなまちづくり～

① 公共交通の活性化

富山市が目指すお団子と串の都市構造

串 ： 一定水準以上のサービスレベルの
公共交通

お団子： 串で結ばれた徒歩圏
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富山駅を中心に放射状のネット
ワークを形成

■鉄軌道

・北陸新幹線

・あいの風とやま鉄道線

・JR高山本線

・地鉄本線・立山線

・地鉄不二越・上滝線

・地鉄市内軌道線

・地鉄富山港線

■路線バス

・富山地方鉄道㈱

約50路線

２.富山市の公共交通網 ～交通ネットワーク～

全
て
公
共
交
通
軸

主
要
路
線

公
共
交
通
軸
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３.富山市の公共交通網 ～公共交通空白地域～

富山市総合交通計画において、徒歩で最寄りの駅やバス停に
アクセスすることが難しい地域（鉄軌道・路線バスから750ｍ以上
（道のり約１ｋｍ以上）を公共交通空白地域と設定。

（令和８年１月現在）

GISを基に算出

令和４年度時点では、公共交通空白地域の人口7,639人、
全体の割合は1.9％。
一時、路線バスの廃止により、２年半で約5,000人の公共交
通空白地域の居住人口が増加。
シルバータクシーの運行などにより、廃止路線をカバーした結果、
現在は約6,300人、割合は1.6％まで低減。

>=65

人口 割合

割合 402,155 -

-0.1% 395,784 98.4%

-0.1% 鉄軌道＋路線バス 368,557 91.6%

0.0%
コミュニティバス+自主運行バス
+大沢野地域+細入地域

27,227 6.8%

0.1% 6,371 1.6%

値を修正

連動して値が更新

富山市

公共交通が利用可能な圏域

公共交通空白地域

←記入をお願いします。
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コンパクトなまちづくりの軸となる幹線公共
交通の整備・活性化とともに郊外などでは
生活交通を確保

富山市総合交通計画を令和６年３月に策定。

○公共交通軸（合計２９路線）
・鉄軌道 5路線（市内の路線全て）
・頻度の高いバス路線（１日６０本以上）13路線
・地域生活拠点・主要施設と都心を結ぶバス路線 11路線

４．富山市総合交通計画

凡例
鉄軌道

幹線バス路線
a）運行頻度の高い路線

b）地域生活拠点と都心を結ぶ路線

c）主要施設と都心を結ぶ路線

都心

地域生活拠点

高等教育機関

病院

空港
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○対応

５．公共交通空白地域解消に向けた基本方針

基本方針

民間の交通事業ではカバーできない公共交通空白地域（郊外部や中山間地域）に対

して、地域生活拠点への必要最低限の交通サービスを必要に応じて支援を行う。

（シビルミニマムの確保）。

※公共交通空白地域： 鉄軌道駅、民間バス路線から750ｍ（道のり約１ｋｍ）以遠の地域

※シビルミニマム： 日常生活に最低限必要な交通サービスであり、１日２往復の運行をいう

運行方法
地域自主運行を基本とするが、人口や施設の集積がない中山間地域においては、市が

運行を行うことも可能。

○市が運行主体となっているもの

区 分 方式 地 域

コミュニティバス 直営 大山、八尾、山田

乗合タクシー
（６５歳以上対象）

委託 大沢野、細入１月5日運行開始

■本市の幹線路線バスは民間交通事業者によって運行されているが、採算性でカバーできる地域は限られる

○地域が運行主体となっているもの

自主運行バス 運行開始 運営主体

まいどはやバス H13.3 (株)富山市民プラザ

呉羽いきいきバス H17.4 (有)まちづくり公社呉羽

富山港線フィーダーバス H19.4 富山地方鉄道(株)

水橋コミュニティバス
(R7.10～オンデマンド化）

H22.4 水橋コミュニティバス運行協議会

婦中コミュニティバス H31.4 婦中コミュニティバス運営委員会

堀川南地域コミュニティバス R元．6
堀川南地域コミュニティバス運行事業
推進協議会
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まいどはやバス

呉羽いきいきバス

富山港線フィーダーバス

水橋コミュニティバス

水橋コミュニティバス

６．富山市の地域交通 運行エリア

市営 大山コミュニティバス市営 八尾コミュニティバス

シルバータクシー
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【導入の経緯】
①昭和４０年頃までは、交通事業者の路線バスが呉羽地域の各町内を経由し、市内中心部まで運行

②モータリゼーションの進展に伴い、不採算となったバス路線の廃止や減便により、地域内の交通不便地区
 が拡大。
   特に、冬季間の通学（学校から遠い地区）には、地区から民間バス事業者へ送迎を委託することによる
 保護者の負担増や、高齢化が進行する地域において、通院や買い物など日常生活における足の確保 
   が課題となる。

④呉羽地区自治振興会・呉羽商工会を中心に課題解決のため、地域の各種団体へ働きかけ、「呉羽地
   域活性化協議会」を組織し、コミュニティバスの運行に向け協議を開始。

⑤平成15年7月から、地域内の諸会議で議論。商工会長、自治振興会長の強力なリーダーシップにより
   地域内の合意形成が図られ、世帯負担金・企業協賛・市補助金で運行する『呉羽方式』の市民協働
   型コミュニティバスの運行体制が整う。

⑥平成16年4月に「まちづくり公社呉羽」設立、同年9月から3ヶ月間の試行運行を実施し、運行ルートを
   決定。

⑦コミュニティバスの名称・車両愛称を一般公募し、コミュニティバス名称「呉羽いきいきバス」、車両愛称
  「ときめき号」、「のどか号」に決定。

⑧平成17年4月から本格運行を開始
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【まちづくり公社呉羽】
①商号 有限会社まちづくり公社呉羽
②設立年月日 平成16年4月1日
③資本金 940万円（出資１口5万円）
④役員 代表取締役1名 常務取締役1名 取締役10名 監査役2名 相談役9名
⑤役員構成 6地区自治振興会長、各種団体長、商工会関係者
⑥株主構成 自治振興会、商工会、各種団体、金融機関、企業
⑦職員 パート職員1名（商工会職員が運営・事務支援）
⑧運営内容 バス運営業務 バス利用促進及び広報 協賛金等の徴収 業務実績・財務管理 バス停・ベンチ等の設置
管理
⑨運行委託先 富山地方鉄道株式会社

商 号 有限会社まちづくり公社呉羽

設立年月日 平成１６年４月１日

資 本 金 940万円（出資１口5万円）

役 員 代表取締役1名 常務取締役1名 取締役10名 監査役2名 相談役9名

役員構成 6地区自治振興会長 各種団体長 商工会関係者

職 員 パート職員1名（商工会職員が運営・事務支援）

運営内容
バス運営業務 バス利用促進及び広報 協賛金等の徴収 業務実績・財務管理
バス停・ベンチ等の設置管理

運行委託先 富山地方鉄道株式会社

【まちづくり公社呉羽】
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

■市の支援内容

・シビルミニマムの確保
（２往復/日、スクールバスを含む場合最大３往復/日）

 ……運行経費の１００％補助

・それ以上の運行……運行経費の9/20補助

・車両の無償貸与

・車両に関する経費……１００％補助 使用車両

■役割分担

①試行運行の実施
②車両の無償貸与
③運行費の補助

富山市 交通事業者

企業地元住民

㈲まちづくり公社呉羽

協賛金
利用促進

協賛金
利用促進

支援 運行委託

【R６事業収支決算】

事業費 運行収入 内 訳

40,966
千円

運賃収入

4,264千円
・運賃収入 100円/人

世帯の協賛

2,717千円

・世帯から協賛金

400円/年・世帯

（約6,800世帯）

企業の協賛

6,200千円

・地元企業から協賛金

（約60社）

市の支援

25,632千円

・補助金

運行経費の9/20

シビルミニマム補助

雑収入

2,153千円
・消費税還付金、他
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【まちづくり公社呉羽】
①商号 有限会社まちづくり公社呉羽
②設立年月日 平成16年4月1日
③資本金 940万円（出資１口5万円）
④役員 代表取締役1名 常務取締役1名 取締役10名 監査役2名 相談役9名
⑤役員構成 6地区自治振興会長、各種団体長、商工会関係者
⑥株主構成 自治振興会、商工会、各種団体、金融機関、企業
⑦職員 パート職員1名（商工会職員が運営・事務支援）
⑧運営内容 バス運営業務 バス利用促進及び広報 協賛金等の徴収 業務実績・財務管理 バス停・ベンチ等の設置
管理
⑨運行委託先 富山地方鉄道株式会社

事業名 呉羽いきいきバス

運行主体 有限会社まちづくり公社呉羽（事務局：富山市北商工会呉羽支所）

運行形態 委託

根拠法令 道路運送法第４条 許可

車両数 ２台（ノンステップバス 乗車定員32人・31人）

運行ルート ２ルート（長岡・寒江ルート 老田・古沢・池多ルート）

運行日
月曜日～土曜日 ※土曜日ダイヤ有

（日曜日・祝日・8/13～8/16 12/29～1/3は運休）

運賃
１００円/乗車 中学生以下は無料
回数券１１回 1,000円 定期券３ヶ月 6,000円

【運行概要】
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【運行内容】
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【運行内容】
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【利用促進など】

・平成１８年～令和元年まで実施

・呉羽地区のお花見スポット（緑地植物園）で地元自治振興会と連携

・童謡を楽しむ会やコーラスの会などが合唱や民謡を披露

■山桜鑑賞会

■お客様感謝デーの設定

・平成２５年に運賃無料日を設定（年間８日間）

・平成２６年度から毎月２回（５日・２０日）は運賃無料

※５日・２０日が運休日の場合は翌運行日
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【利用促進など】

・平成２０年～令和元年まで実施

・夏休み期間の利用促進のため、地域の梨園・ファミリーパークと連携

・市内小学生やその保護者が参加し、特産物である「呉羽梨」を堪能

■夏休み親子梨狩り体験とファミリーパーク散策
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【利用促進など】

・平成３０年８月～コロナ禍

・ボランティアによるバス乗降補助

■いきいきバスサポート隊の編成 ■その他

・バスロケーションシステム参画

・Google Mapへのバスルート掲載

・Toyama Smart Life Point事業への参加

ロケーションシステム表示
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【利用者数の推移】
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６．地域自主運行バスの事例紹介 ～呉羽いきいきバス～

【今後の課題等】

①双方向運行要望への対応と各ルートの見直し

②長岡・寒江ルート第１便及び冬期間の満車対策に伴うモーニング便の使用車両大型化の検討
 
③運行ルート上の任意地点で乗降可能とするフリー乗降制の導入検討
   
④ICカードの導入検討

【呉羽いきいきバス】

【地域自主運行バス共通】

①運行経費の増加に伴う地域負担の増

②交通事業者の運転手不足による業務委託先の事業撤退
 
③運行主体である地域運営組織の役員交代などによる地域交通への熱意や情熱の低下
   
④地域運営組織内の後継者不足
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停留所数
９２箇所

主な運行地区 水橋西部地区・水橋東部地区・上条地区

運行時間帯
９：００～１７：００
（※１２：００～１３：００は運休）

運行日 月曜～金曜

運賃
２００円/１回
小中学生無料

車両 ３台（10人乗り２台 7人乗り１台）

令和７年１０月から、【水橋ふれあいコミュニティバス】及び【上条コミュニティバス】の運行エリアを統合し、 地域
自主運行バスでは初となるＡＩオンデマンド交通システム(利用者の予約に応じた配車システムを用いた運行)の
実証運行を開始

７．地域自主運行バス最近の動向～AIオンデマンド交通の導入～
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